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ollaboration in Innovation and Educational Practice
● 演習「『カリキュラム設計データベース』の活用」　
担当：中池竜一助教、松井保樹講師（京都産業大学
附属中学・高等学校）、西岡加名恵准教授
声： 「日々追われるような実践の中で忘れていくよう
な課題づくりとルーブリックをCDDBにupするこ
とで蓄積でき、また他の人のものも参照できる
［のが良い］。」
２．「学校教育研究フェスタ」
　「学校教育研究フェスタ」（以下、「フェスタ」）は、
最新の政策動向や研究成果について情報提供を行うと
ともに、新旧の受講者が一堂に会して交流する機会を
提供するものである。2010年度は８月19日に実施し、
東は栃木県から西は長崎県まで１都２府12県から、58
名の参加があった。
　まず、矢野智司教授の講演を行った。
● 講演「生命と教育：『逆上がり』から考える」
　講師：矢野智司教授
声： 「“個々の生物によって世界が違う”納得です。人
間も一人一人、その人の持つ道具によって世界が
違うなと思いました。“発達”と“生成”、両方を人
間がもっているということも納得です」、「学校教
育の行先が不透明な現在、現場で働く者が、教育
哲学のような骨太な理解と考え方を求めている気
がしてなりません。来年、……今一度［お話を］
お聞きしたいと思います。」
　またE. FORUMでは、2009年度より、スタンダー
ドの共同研究開発に取り組んでいる。スタンダードと
は、社会的に共通理解された目標＝評価基準のことで
ある。2009年度には会員有志に原稿を依頼し、『「スタ
ンダード作り」基礎資料集』を作成した。次に研究者
に資料の検討を依頼し、「フェスタ」において、その
内容をご報告いただくシンポジウムを実施した（2010
年度は特に、国語、算数・数学、英語の３教科に焦点
をあてた）。
　このようなスタンダード作りには、重点目標として
設定されるべき教科の基礎・基本を共通理解していく
上で大きな意義があると考えられる。シンポジウムに
対しては、次のような声が寄せられた。
● シンポジウム「スタンダード開発の可能性と課題」
登壇者：西岡加名恵准教授、石井英真講師（神戸松
蔭女子学院大学）、八田幸恵講師（福井大学）、赤沢
真世准教授（立命館大学）
声： 「国家（学習指導要領）と学校現場の間、中間の
公共性を持ったスタンダードというのは、とても
現実的な目標だと思いました。本来であれば、教
員一人ひとりがそれぞれの内容についての目的を
持つべきだと思いますが、それはなかなか難しい
ので、『中間の公共性』が生きてくると思いまし
た」、「各教科教育の本質に迫るような若手研究者
の話は刺激になった。」
　最後の実践交流タイムにおいては、参加者の間での
交流が行われた。受講者からは、「意見交換や他の人
のものを見ることで、理解しにくかった部分が少しず
つつながっていくようです。今まで教科書まかせにし
ていたカリキュラム作成や教材研究を見直すきっかけ
になりました」といった声が寄せられた。
３．第６回実践交流会
　2011年３月26日には、第６回実践交流会を予定して
いる。実践交流会は当初、「もっと参加者同士で交流
する機会がほしい」との受講者の声から始まったもの
である。
　第６回実践交流会では、下記の内容を実施する予定
である。
　●分科会Ａ：実践交流「教科や総合の指導と評価」
　　担当：赤沢真世准教授（立命館大学）
　●分科会Ｂ：実践交流「教員研修と学校経営」
　　担当：北原琢也教授（京都橘大学）
　●分科会Ｃ：ワークショップ「ルーブリック作り体験」
　　担当：趙卿我助教
　●ワークショップ「総合博物館を探究する」
　　担当：大野照文教授（京都大学総合博物館）
　京都大学総合博物館との連携によるワークショップ
は、新たな試みである。展示の意図を読み取る力量の
向上をめざす本研修は、児童・生徒の探究を指導する
教員にとって大きな意義を持つものと期待される。
　今後もE. FORUMでは、会員の声を活かしつつ、
より良い研修の提供と、教育実践に役立つ研究開発に
努めていきたいと考えている。
（文責：西岡　加名恵）
